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飼料作物の連作障害と

その対策について

1.はじめに

農林水産省草地試験場
生理第三研究室長

飯田克実

さらに，連作するほど病菌の濃密化などによって，ゴ

野菜や大豆ほどではないが， トウモロコシや飼料カブ マ葉枯病やモンガレ病なども多くなる場合が多い。とく

などの飼料作物も，同じ草種を連作すると病害の多発， に，ゴマ葉枯病に弱いスイ{トコーンとともに，暖地で

生育不良となって低収になる場合が多し、。とくに，多収 の2期作として 8月上旬の播種は被害が大きく，登熟不

するほど肥料成分の持ちだし量の多いトウモロコシやソ 良や低収・低質になりやすい。

ルガムなどは，地力の低下も加わって減収しやすし、。 この場合，表 1ののように牛糞の施用効果がみられ，

飼料用トウモロコシは，乳牛や肉牛などのl啓好性が 表-1サイレージ用トウモロコシの栽培条件と生育・収量性
(01357.草地試・生三研〉

よく，しかも，飼料価値が高いなど利点も多いので，

作付けは毎年ふえて全国で約12.5万ha。そして，サイ

レージ利用が圧倒的に多いが，黄熟期に刈取って梓・

葉と子実を一緒に， 1 cm程度に細断するホールグロッ

プ利用が有利で一般的である。

トウモロコシの連作障害を軽減するには，野菜や大

豆などとの輪作がよいことは分っていても，専業経営

の場合は，理論どおりにはできない。そこで，経営内

での対策が必要で，ホーノレグロップ利用の場合は，牧

草やソルカ。ムなどとの輪作，それに，耐病性品種や施

肥の改善も重要である。

2. 連作による収量性

サイレージ用トウモロコシの収量性は，図 1のように

図-1 サイレージ用トウモロコシ，連作区の収量比率
(1沼田~57. 草地試・飯田〕

ハU

ハ
u

n

H

u

n
『
U

1
i
 
述
作
区
の
収
量
比
率

(
作
付
け

1
年
目
に
対
す
る

放出条件
10a当乾物重(t)

倒(!、
コAマ業 IYc7l太き

際肥 !1'.焚多)J~ I ifJ:¥)比率 Ii'i 病 (:.vg)CIIl) 
{乍十J1年目 l. 57 l. 65 l. 65 l. 62 100'， ビ 7.1 

i主W2"f-lol l. 55 l. 51 l. 63 l. 56 96 少- 7.1 
連作4年13 l. 24 l. 43 l. 31 l. 33 82 J， 少 6.8 
j主作81f-目 l.13 l. 40 l. 08 l. 21 75 多十 少十 6.6 

J:!，) l.37 l. 51 l. 41 l. 43 ?t 少 6.9 
比ヰ， (%) 100 110 103 (it)l) P3424、PX-77Aの平均。
" (8年/1年) 72 85 65 2) 5 }'j 31 EI'こJ話係し、黄土AJUIのメ1]

lf:i.o 
3) '1二糞は 10a~，り約5 トンを際 )J巴に
川Imo

4) 多!J~は 3要素を付UI巴の 21;\'・で、 LI二
NとほぼI.i):;::。

化学肥料だけの標肥にくらべ平均で約10%増収する。作

付 1年目では標肥，牛糞，多肥の収量性は変らないが，

8年連作の場合，標肥にくらべ牛糞施用は約25%の増

収。しかし，多肥は約5%の減収で，ほぼ同じ 3要素

を施肥した牛糞施用よりも大幅な減収がみられる。

これらの結果などから，牛糞の効果が明らかに認め

られ，水田11去作など地力の低下が大きい条件で，有利

性は高い。しかし，牛糞を施用しでも， トウモロコシ

の収量は 1年目にくらべ4年目は87%，8年目は85%

で減収する。つまり，牛糞は，連作による収量性の低

下を軽減できるが，防止することはできない。

一方，連作するほど除草剤の連用にもなるが，一般

に土壌の菌相が単純で菌数も少なくなり，しかも，有

2345678年 用菌の減少もみられる。しかし，牛糞の施用によって

j主作年数 土壌中の菌数，とくに，有用菌のふえる場合も多く，

2~3 年の連作では 1 年目と変らないが， 5，.._， 6年も連 土壌微生物の影響も加わる。

作すると， 10，-.__，15%も減収する場合が多い。とくに，連 3. 連作障害の軽減対策

作すると初期生育が悪く，梓が細くなることもあって倒 サイレージ用トウモロコシの場合，牛糞の施用効果は

伏しやすいので，出穂期前後の台風で連作が長いほど， 大きいが，堆厩肥の種類や質の差もある。とくに，自然

被害や減収も大きくなる。 流下式の液状厩肥は速効的で，イナわらなど粗大有機物
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の入った厩肥とは差が大きい。最近の試験では，バンク

リーナの牛糞に有用菌を施用すると増収効果のある結果

もみられるが，生糞は病害を多発しやすいこともある。

牧草やソノレガムとの輪作効果もあり，排水のよい火山

灰土壌では表2のように，牧草跡地にくらべトウモロコ

シの 7年連作は平均で10%，とくに，牛糞を施用しない

と減収が大きくなる。しかし， ソルガムを2ブJ年作った

表-2 サイレージ用トウモロコシのソルガム
との輪作効果 (昭56，草地試・生三研〉

)jij .if-夏作物

ソjレ力、ム

トウモロコシ

(注)1)イクリアンライクラスは周年;j;!Ufr.(トウモロコシは
米作付け)でソルカ、、ムは 2年述作(3年前はコーン)、
トウモロコシは7年連作。
2) P 3424、PX-77Aの平i勾で、 5FJ25日にJ常利し寅
，!!¥)切刈取。

跡地では減収がない結果などから， トウモロコシを 2------

3年， ソルガムや牧草を 2------3年で輪作するとよい。

水回転作の場合，プロヅグロ{テーションが有利で，

大豆などの連作対策にもなって，相互にプラスが大きく

総合生産性が高まる。そこで，耕種集団と酪農グループ

などとの話し合いが必要で，交換耕作を具体化したい。

もちろん，里芋やトマトなど野菜との輪作も有利で，牛

糞の施用と計画的な輪作がポイントになる。

サイレ{ジ用トウモロコシの標準収量は， 10 aあたり

生草で5------6 t，乾物が1.5 t程度， TDN (可消化養

分総量〉で約 1tであるが，この場合，チッソとカリは

20kg程度づっ， リン酸は約5kg，石灰は約8kg，苦土は

約 5kg，それに，鉄を約 1kgも持ちだすので，収量に見

合った施肥が必要である。つまり，多収するほど地力が

消耗するので，適切な施肥により，梓を太く丈夫にし

て倒伏に強くしたい。

4. 今後の課題と問題点

コーンハーベスタの急速な普及，それに，良質など

のためサイレージ用トウモロコシは連作する場合が多

い。しかし，暖地では冬作物，たとえば，イタリアン

ライグラスに代ってグリムソングローバなどマメ科牧

草，それにムギなどを加えその利点を生かすとよい。

もちろん，プラウ耕起によって地表面の枯葉や病菌を

土中に埋没することも，条件によっては必要で，根圏

の拡大にもなって倒伏対策としてもプラスになる。

コーンハ{ベスタで刈取りのできる兼用型ソルガム

〈スズホなど〉との輪作もよいが，登熟期に鳥害の大

きいこともあり，品種や播種期によって被害の軽減が条

件である。もちろん， トウモロコシの 2期作に代り病害

や台風対策にも効果的であるし，しかも，表 3のように

輪作はソノレガムにもプラスで，有利性を高めることがで

きる。

最近， トウモロコシなどに除草剤の利用も一般化した

が，連用するほど土壌微生物が減少する場合じみられ

る。そこで，多用ではなく 3 少なし、使用量で効果を高め

ることがポイントで，残効性やデメリヅトの少ない除草

剤への期待が大きし、。

2------3年の連作では障害がなくても， 5 ------6年も連作

すると， 10------20%も減収する場合が多い。これは， トウ

モロコシばかりではなく， ソルガムや飼料カブ，それに

赤グローパなどもみられる。そこで，作付体系などの見

直しも加え，総合的な対策で安定多収を続ける努力が必

要である。

地域ぐるみの対策をベースに，牛糞の合理的な利用や

ブロッグローテーションなど，それに，地力や病害の対

策が基本である。当面の具体的な対応として，①輪作，

②牛糞の施用，③耐病性品種3 などが条件になる。

5. おわりに

府県では， トウモロコシとイタリアンライグラスの 2

毛作が一般的であるが， ソルガみやムギ，それに，飼料

カブなどを加えた輪作が有利で、ある。もちろん，安定多

収とともに飼料バランスも必要で，同じ草種だけを乳牛

や肉牛に食わせると，栄養が片寄る場合も多い。

草種や作期を組合せることは3 労力配分にもよいし，

サイロや機械，それに，牛糞の利用にも好都合である。

そこで，計画的な作付体系と輪作が必要で，栽培技術と

ともに3 生産性のレベルアップのポイントになる。

表-3 水回転作で‘の輪作効果l (昭56，草地試)

10a当り乾f句i!i;(t) 科長(m)
!j'( H( 作f.Jけ 時ij 年

際!I巴 '1:9(. :'I<g) 比率 M{!1巴 '1党

3年j主作 コーーン 1. 42 1. 54 l. 48 100% 2.5 2.5 
トウモ
輪{十@ ソルガム 1. 52 l. 65 1. 59 107 2.7 2.6 

ロコン
H ⑮ ロー 7こ 1.61 1. 71 1.66 112 2.7 2.8 

3年述1'1"' ソ/レカ、i、 1. 34 l. 44 l. 39 (100) 2.3 2.4 
ソノlノカ、
輪作。 1.45 l. 49 1. 47 (106) 2.2 2.4 コーン

L、
11 ⑬ ロース 1. 53 1. 60 1. 57 ( 113) 2.3 2.3 

(注)1)5月初日に畦l隔:60cm、株[首1:20cmて」制唱。 9)'1251:1刈取り。

2)牛糞は10a当り 5tを標)J巴にプラス。

3)トウモロコシはP3424とPX77A、ソjレカユ、はスズホとSILOの平

均。ローズはローズグラスの略。


